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舌癌は、口腔外科を専門としている歯科医師が少ないこともあって早期発見の難しい疾病の一つ

である。発見が遅れた場合、舌癌の手術に伴い、食事や会話が制限され、生活の質(QOL)が大きく
低下する。従って、歯科診療所の歯科医師でも舌癌の診断が容易にできる簡便な診断システムや装

置の開発が実現できれば、舌癌の早期診断が可能となり、QOLの低下を回避することが出来る。 
一方、癌のマーカーとして期待されているテロメラーゼは、その活性があるとき、TS プライマ

ーDNAにテロメア DNA配列(TTAGGGの繰り返し配列)を付加・伸長する。これを利用したテロメ
ラーゼ活性検出法として TRAP法が知られている。しかし、この手法は PCR、ゲル電気泳動を必要
とし、検出には手間と多くの時間（5-6 時間）がかかるため、癌診断方法としての利用は限られて
いた。我々は高感度検出可能な電気化学的遺伝子検出法に着目し、これを利用したテロメラーゼ活

性検出方法を考案した。その概念を下に示す。テロメラーゼ活性がある時のみ、電極チップ上の TS
プライマーが伸長されることを利用したものである。我々が開発した 4 本鎖 DNA に特異的に結合
する電気化学的指示薬, フェロセン化ナフタレンジイミド（FND）によりテロメラーゼ活性を検出
することができた。本手法では、

PCR、電気泳動は必要ないので測
定時間の大幅な迅速化が達成さ

れた（右図）。 
本講演では、実用化に向けて、

右図に示すディスポーサブルタ

イプのプローブ DNA固定化電極
及び専用装置を開発し、舌癌患者

および健常者の唾液、細胞、組織

サンプルを用いて前処理方法、お

よび反応条件の最適化について

述べる。なお、本研究成果は九州

工業大学と九州歯科大学とによ

り昨年度より実施されている歯

工連携大学院の成果である。 
 

図．電気化学的テロメラーゼ活性測定装置による舌癌診断の原

理と手順． 


